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２等乳の防止について 
畜産課 竹 内 秀 雄 

 

 私たちが毎日飲んでいる牛乳は、工場で殺菌・均

質等、衛生的に処理加工されて、安全でなお栄養価

の高い食料品であります。 

 それには、工場が酪農家から買取るとき厳密に検

査を行ない、国の農林規格によって１等乳と２等乳

に格付けを行なっているからです。 

 反面２等乳は、１等乳の半値程度の価格で取引さ

れますので、酪農家は２等乳を出荷販売することに

よって相当額の損失を来しているわけであります。 

 昭和 35年１ヵ年間に、県内のみで１千万円余りの

高額にのぼる損失をしており、酪農安定の障害とな

っていますので、２等乳は早急に防止しなければな

りません。 

 本県における２等乳の発生状況は次表のとおりで、

月別の発生率は冬季に比較して６月から 9 月の夏季

が非常に高い率を示し２等乳の発生は気温と密接な

関係があります。 

 農林規格は次表のとおりでありますが、その検査

項目の内でも、２等乳発生の大部分はアルコールテ

ストの結果の陽性のもので占められていますので、

以下アルコールテストによる２等乳について、その

原因と防止方法を述べたいと思います。 

 アルコールテストは、70％のエチールアルコール

と同量の生乳を加えて攪拌混合しながら凝固物の有

無を検査する方法で、凝固した乳が２等乳でありま

す。 

 アルコール凝固する乳、即ち、２等乳には高酸度

２等乳といわゆる低酸度２等乳との２種類がありま

す。 

 高酸度２等乳は、生乳が腐敗の過程において乳酸

を生成し、蛋白質が変性して、アルコールに脱水凝

固される乳であって、主として搾乳後の生乳の管理

輸送上の不備、搾乳缶、及び搾乳者の不潔等が原因

となります。 

 低酸度２等乳は不明な点が多く、搾乳直後から、

乳酸の量が多くないにもかかわらず凝固する生乳で、

牛体の病理的異常に原因しているのではないかと云

われています。 

 ２等乳の防止方法については、先ずいわゆる低酸

度２等乳から述べますと、この２等乳は、牛体に基

因していると云われていますので、乳牛を健康に飼

育することであります。第１に肝臓機能障害を起さ

せないように、日常の飼料給与において過不足をさ

け、特に蛋白質を過給したり、搾乳回数を増やして

過度の負担をかけないよう注意することです。又糞

便検査と駆虫を行ない、肝蛭症による機能障害をさ

けましょう。 

 次に乳房炎と２等乳の関係は至極密接で、両者の

合併症は 76％もあったと云う報告もある位ですので、

乳房炎の予防は、即２等乳の未然防止でもあります。

これと同様に繁殖障害等に罹った場合は直ちに治療

を受け２等乳を防止しましょう。その他の骨軟症及

び胃腸障害との関係もあり、常に乳牛を健康に飼育

管理することが、２等乳防止の第１要件であります。 

 次に高酸度２等乳について述べますと、これは乳

質を低下させる源である細菌及び細菌の附着し易い

じんあい等を、生乳中に浸入させないようにするこ

とであります。従って日常から刷毛をかけたり、洗

ったりして、乳牛を清潔にし、舎内は搾乳前に散水

等を行なって、細菌やじんあいの飛散を防ぎましょ

う。 

 搾乳者は、搾乳衣、搾乳帽をつけ、搾乳前に手を

よく洗滌し、常に健康な体で搾乳を行ない、搾乳の

時は飛び易い飼料の給与や、敷藁の入換はさけ、乳

房や乳房付近はよく温湯で拭布して、細菌の浸入を

防ぎましょう。又細菌の多い初めの２３搾りは捨て

ましょう。 

 なお搾乳した生乳が接触する搾乳バケツ、攪拌棒、

輸送缶等、器具類の洗滌、消毒、保管を衛生的に行

って、細菌及びじんあい等の浸入を防ぎましょう。 

 このように細心の注意を払った上で、なお、止む

を得ず浸入した細菌については、増殖する事を防止

しなければなりません。 

 牛乳は私達にとって栄養食品であると同時に細菌
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にとっても増殖に最適の培地でありますが、生乳を

摂氏 10 度以下に冷却保存すれば、細菌の増殖はほぼ

防げますので、搾乳した生乳は直ちによく攪拌して

早く冷却し、乳質の低下を防ぐことが必要です。 

 国民の食生活も米や麦等の澱粉質食から、だんだ

ん肉、牛乳等の蛋白質食に変わりつつあり、特に牛

乳の消費量はうなぎのぼりに上昇し、年間の国内飲

用牛乳は 982,000 屯と、年々約 30％の増加を示して

います。今後なお一層２等乳を防止し、新鮮かつ安

全な牛乳を出荷して、広く消費者に飲んでいただく

と共に、酪農家の損失を未然に防いで安定した酪農

経営を進めましょう。 

 

 


